
№ 1            上 志 津 原 た よ り             第３３５号 
               

平
成
十
八
年
度 

第
４
回 

定
例
班
長
会
議 

７
月
１
日
19
時
〜 

 

（出
席
23
名 

欠
席
１
名
） 

 

★ 

主
な
議
題
と
討
議
内
容 

一
、
盆
踊
り
大
会
に
つ
い
て
の
段
取
り 

①
大
会
当
日
の
進
行
予
定
及
び
、
役
割
を
確
認
し
ま
し
た
。

②
次
年
度
班
長
さ
ん
へ
の
協
力
要
請 

「
準
備
」
又
は
「
片
付
け
」
の
何
れ
か
に
ご
協
力
を
依
頼
す

る
打
ち
合
わ
せ
を
し
ま
し
た
。 

 

二
、「
愛
の
１
円
募
金
」
に
つ
い
て 

 

１
円
募
金
は
班
長
に
集
め
て
頂
き
、
７
／
23
（
日
）
の
盆 

踊
り
大
会
準
備
の
日
に
、
持
参
す
る
事
に
し
ま
し
た
。 

＊
７
月
末
に
佐
倉
市
役
所 

志
津
出
張
所
に
届
け
ま
す
。（
金

額
の
集
計
は
、
志
津
出
張
所
に
て
計
算
） 

 

三
、
転
入
・
転
出
に
つ
い
て
の
確
認 

①
転
入
転
出
が
あ
る
場
合
は
、当
該
班
の
班
長
が
取
り
ま
と

め
、
班
長
会
議
の
時
に
会
長
に
報
告
す
る
。 

②
転
入
者
に
は
「
原
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
作
成
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
と
、
町
会
規
約
を
配
布
す
る
。 

③
報
告
は
町
会
長(

佐
藤
）
文
章(

川
名
）
広
報(

石
井
）
の

順
に
回
付
す
る
。 

 

四
、
会
計
報
告 

＊
日
本
赤
十
字
社
及
び
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
寄
付 

６
／
20
に
佐
倉
市
役
所 

志
津
出
張
所
に
下
記
金
額
を
寄 

              付
し
ま
し
た
。
尚
、
こ
の
寄
付
は
町
会
予
算
に
計
上
さ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。（
両
者
共
に
27
万
５
千
500
円 

合
わ
せ
て

55
万
１
千
円
） 

 
五
、
街
灯
係
よ
り 

①
上
期
＝
新
設
申
請
３
件
、
２
件
承
認
・
修
繕
は
３
灯
承
認
。 

②
街
灯
の
配
置
図
と
、
実
際
の
場
所
・
街
灯
（
電
柱
）
№
の
確

認
を
班
長
に
依
頼
し
ま
し
た
。（
８
月
の
班
長
会
議
ま
で
に
） 

 
 
 
 

・
・
・
以
上 

   

平
成
十
八
年
度 

第
５
回 

定
例
班
長
会
議 

８
月
５
日
19
時
〜
（
出
席
者
24
名 
欠
席
な
し
） 

 

★ 

主
な
議
題
と
討
議
内
容  

 

一
、
上
志
津
中 

サ
ッ
カ
ー
部 

千
葉
県
大
会
で
準
優
勝 

 

関
東
大
会
出
場
へ 

同
校
サ
ッ
カ
ー
部
の

父
母
の
会
が
、大
会
出
場

に
係
る
経
費
の
援
助
依

頼
の
た
め
、こ
の
日
の
班

長
会
議
に
訪
れ
ま
し
た
。

（
下
の
写
真
は
援
助
依

頼
で
来
ら
れ
た
父
母
の

会
の
３
名
） 

＊
討
議
の
結
果
「
お
祝
い
金
」
を
送
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

尚
、
関
東
大
会
で
は
惜
し
く
も
破
れ
、
全
国
大
会
出
場
は

な
ら
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。 

 

二
、
町
会
長
の
選
出
方
法
に
つ
い
て 

以
前
か
ら
問
題
と
さ
れ
て
い
た
町
会
長
の
選
出
方
法
で
す
が
、

本
年
度
も
慣
行
に
従
っ
て
互
選
（
実
態
は
く
じ
引
き
）
で
し

た
。 

本
来
な
ら
町
内
に
て
幅
広
く
人
材
を
選
ぶ
事
（
自
薦
・

他
薦
共
に
）
が
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
具
体
的
な

こ
と
を
今
後
検
討
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 

三
、
秋
の
幹
線
道
路
除
草
作
業
に
つ
い
て 

実
施
日
は
９
／
３
（
日
）
８
時
半
よ
り
（
予
備
９
／
10
） 

 

＊
春
の
反
省
か
ら
土
嚢
は
数
日
前
か
ら
水
切
り
し
て
お
く
。 

 

四
、
団
地
外
転
入
者
向
け
の
「
上
志
津
原
案
内
」
出
来
る 

＊
同
案
内
は
新
団
地
向
け
に
配
布
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
当
班

長
会
議
が
団
地
外
入
居
者
に
も
配
布
し
た
い
と
言
う
事
で
、

「
原
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
に
そ
の
改
訂
版
の
制
作
を
依
頼

し
て
い
ま
し
た
。
本
日
そ
れ
が
54
部
届
け
ら
れ
、
改
訂
の
要

旨
の
説
明
も
受
け
ま
し
た
の
で
、早
速
配
布
を
開
始
し
ま
す
。 

＊
又
、
町
会
予
算
の
使
わ
れ
方
等
を
説
明
し
た
、
全
世
帯
向
け

用
も
制
作
依
頼
を
し
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
は
費
用
の
面
か
ら

「
上
志
津
原
た
よ
り
」
の
号
外
で
対
応
す
る
様
で
す
。 

 

五
、
報
告 

①
「
愛
の
１
円
募
金
」
終
了
＝
志
津
出
張
所
に
届
け
ま
し
た
。 

②
上
志
津
消
防
団
負
担
金
＝
上
期
分
の
納
付
完
了
。 

 
      

１
世
帯
400
円×

551
世
帯
＝
納
付
額
22
万
400
円 

 

六
、
そ
の
他 

⑴ 

野
外
焼
却
禁
止
に
つ
い
て
…
苦
情
の
TEL
が
あ
り
ま
し
た
。 

＊
早
速
「
回
覧
」
を
回
し
注
意
を
促
す
事
に
し
ま
し
た
。 

⑵ 
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置
…
光
ヶ
丘
班
の
ル
ー
プ
道
路
は
坂
道 

で
あ
る
上
、見
通
し
が
悪
く
危
険
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。 

＊
こ
の
団
地
を
造
成
し
た
富
士
恒
産
に
申
し
入
れ
た
と
こ
ろ
、

即
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
設
置
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

⑶ 

自
転
車
の
交
通
事
故
発
生
…
７
／
31

PM
５
時
頃
、
八
紘
苑

上
の
坂
道
で
、南
志
津
小
２
年
の
生
徒
が
乗
用
車
と
衝
突
す

る
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。(

こ
こ
は
以
前
に
も
あ
っ
た
そ
う
で
す) 

＊
こ
の
事
故
を
受
け
て
同
小
学
校
は
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
下
に

「
注
意
書
」
の
看
板
を
付
け
る
事
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
さ 

  

ん
も
十
分
注
意
す
る
様
お
子
さ
ん
を
指
導
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
・
・
以
上 

街
灯
関
連
に
つ
い
て 

ⅰ 

市
へ
の
要
望
に
対
し 

回
答
が
あ
り
ま
し
た 

今
年
の
５
月
24
日
、
佐

倉
市
長
宛
に
佐
藤
町
会
長

名
で
提
出
し
て
い
た
要
望
書
に
対
し
て
、
去
る
６
月
20
日
、

回
答
が
来
ま
し
た
の
で
以
下
報
告
致
し
ま
す
。 

▼
要
望
①
＝
県
道
沿
い
床
屋
ハ
ツ
セ
さ
ん
前
は
、雨
に
よ
る 

 

浸
水
が
ひ
ど
い
為
、浸
水
し
て
も
分
か
り
や
す
い
よ
う
に

市
の
街
灯
「
２-

４
７
９
」
の
照
度
ア
ッ
プ
を
お
願
い
致

し
ま
す
。 

▽
回
答
＝
10
月
中
に
、
機
器
の
交
換
を
実
施
し
ま
す
。 

▼
要
望
②
＝
県
道
沿
い
で
、
電
柱
№
「
木
戸
場
３
８
・
３

９
」
の
街
灯
が
老
朽
化
し
て
い
る
為
、
市
管
理
の
街
灯

に
移
管
す
る
と
共
に
、
照
度
ア
ッ
プ
し
て
下
さ
い
。 

▽
回
答
＝
10
月
中
に
、
移
管
の
手
続
き
及
び
機
器
の
交
換

を
実
施
し
ま
す
。 

 

ⅱ 

佐
倉
市
へ
提
出
の
下
期
街
灯
補
助
金
申
請
が
10
月
に
あ

り
ま
す
。 

① 

新
設
及
び
修
繕
（
器
具
交
換
）
等
の
御
希
望
が
あ
り
ま

し
た
ら
９
月
中
に
各
班
長
さ
ん
ま
で
御
連
絡
を
お
願
い

致
し
ま
す
。 

② 

街
灯
申
請
の
ご
希
望
が
多
い
場
合
は
、
市
の
予
算
額
内

で
承
認
さ
れ
る
灯
数
が
決
め
ら
れ
ま
す
。 

③ 

球
切
れ
等
は
随
時
受
付
け
て
お
り
ま
す
。
こ
ち
ら
も
各

班
長
さ
ん
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

ⅲ 

街
灯
補
助
金
率
に
つ
い
て 

前
号
（
334
号
）
に
掲
載
さ
れ
た
街
灯
係
の
活
動
報
告
に
、 

『
来
年
度
よ
り
佐
倉
市
の
補
助
が
減
額
さ
れ
る
模
様
で

（
現
行
80
％
が
50
％
補
助
に
）
こ
の
為
今
年
度
中
に
新 

設
・
修
理
を
積
極
的
に
行
い
た
い
』 

と
あ
り
ま
し
た
が
、
実
際
は
ワ
ッ
ト
数
毎
の
差
・
更
に
は
電

気
料
金
や
新
設
費
用
な
ど
費
目
に
よ
る
差
、等
々
細
か
く
分

類
さ
れ
た
「
佐
倉
市
街
灯
補
助
金
率
表
」
が
あ
る
事
が
分
か

り
、
補
助
率
は
一
定
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

紙
面
の
都
合
で
表
の
掲
示
は
出
来
ま
せ
ん
が
、お
詫
び
と
共

に
補
足
説
明
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

※
尚
、
20
ワ
ッ
ト
の
場
合
の
、
電
気
料
金
と
ラ
ン
プ
交
換
の

補
助
率
は
334
号
の
通
り
80
％
で
す
。
ま
た
19
年
度
か
ら

補
助
率
の
改
定
も
実
施
さ
れ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上 

大
田
副
会
長 

街
灯
担
当
よ
り 
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次は秋の大運動会です 
と き：１０月22日（日）予備10/29 
ところ：上志津原グランド 
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町
会
行
事
の
最
大
イ
ベ
ン

ト
で
あ
る
平
成
18

年
度
の

「
盆
踊
り
大
会
が
」
が
、
去
る

７
月
28
日
（
金
）
29
日
（
土
）

の
２
日
間
に
亘
り
、
上
志
津
原

児
童
公
園
で
盛
大
に
行
わ
れ

ま
し
た
。 

 

梅
雨
が
明
け
て
い
な
か
っ

た
た
め
、
準
備
の
段
階
か
ら
天

候
の
具
合
が
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
、
天
の
見
方
も
あ
り
両
日

共
に
絶
好
の
「
盆
踊
り
日
和
」

に
恵
ま
れ
大
盛
況
の
う
ち
に

終
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
今
年

も
「
紅
雀
」
さ
ん
に
よ
る
和
太

鼓
の
「
曲
打
ち
」
や
、
上
志
津

中
学
校
の
パ
ー
プ
ル
ダ
ン
サ

ー
ズ
に
よ
る
「
ロ
ッ
ク
ソ
ー
ラ

ン
」
の
熱
演
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
は
ら
ト
ピ
ア
で
は
「
木

目
込
人
形
」
と
「
絵
て
が
み
」

展
示
会
、
そ
れ
に
今
年
か
ら

「
上
志
津
原
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
見
る
」
コ
ー
ナ
ー
が
開
か

れ
「
出
し
物
」
の
多
い
、
大
変

盛
り
上
が
っ
た
大
会
で
し
た
。 

こ
れ
よ
り
先
の
７
月
23
日
に
は

櫓
建
て
等
の
準
備
作
業
が
順
調

に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

本
年
は
班
長
さ
ん
の
率
先
垂
範
も

あ
っ
て
、
踊
る
ほ
う
も
大
変
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。 

 

櫓
の
上
で 

櫓
の
回
り
で
も 

上志津中の「パープルダンサーズ」 

元気はつらつ 
ロックソーラン 

盆
踊
り
を
賑
や
か
に 

演
出
し
て
く
れ
ま
し
た 

 

圧巻だった 
「曲打ち」 

和太鼓の「紅雀」さん 櫓太鼓の「町会有志」の皆さん 

原に響け！ドン ドド ドン  

抽選会は大賑わいでしたが 
整然と行われました。 

班長さんの率先垂範 

独演会 
リズム感 №１！ 
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南

志

津

小

学

校 

様 

佐

藤

 

恒

文

様 

パ
ソ
コ
ン
倶
楽
部 

様 

㊕ 

老
人
ﾎｰﾑ

ゆ
た
か
苑
様 

酒
井
屋 

遠
藤
酒
店 

様 

㈲
Ｃ
＆
Ｒ
セ
パ
レ
ー
タ
ー
様 

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

GC

 

様 

東
和
自
動
車
工
業 

様 

佐
倉
工
業
株
式
会
社 

様 

横
川
商
店 

横
川
俊
夫
様 

18
年
度
町
会
役
員
一
同
様 

明
乳 

南
志
津
販
売
所 

様 

植
田
産
業
㈱ 

植
田 

様 

中
国
料
理 

一
龍 

様 

新
栄
台 

本
城
喜
輝 

様 

 

小

森

商

店

 

様 

ナ
リ
ス
化
粧
品
篠
塚(

販)

様 

CR
ハ
ル
オ

DRY
セ
ン
タ
ー
宍
倉
様 

雲
謠
会
㈹ 

加
藤
和
治 

様 

中

山

 

亜

茂

 

様 

上
志
津
原
子
供
会 

様 

丸
井
商
店 

日
置
三
郎 

様 

速

水

工

務

店

 

様 

南
志
津
小
学
校 

PTA 

様 

日

比

野

 

隆

様 

斉

藤

 

隆

一

様 

平

山

 

俊

明

様 

上

志

津

中

学

校 

様 

㈱ 

中
央
フ
ー
ズ 

金
子
様 

㈲ 

岩
田
材
木
店 

様 

㈲

 

渡

辺

住

設 

様 

上
志
津
二
区
自
治
会 

様 

木
目
込
人
形 

久
本
喜
代
子
様 

 
喜

久

寿

司

 

様 
鎌

田
 

広

之

様 
消
防
団
十
七
分
団 

様 

中

村 
鳳

紫

寛 

様 

木

村

 
耕

造
 

様 

田

上

 

正

敏
 

様 

石

川

梨

園

 
 

様 

白
映
舎
ク
リ
ー
ニ
ン
グ 
様 

山

下

 

三

好

 

様 
柄

澤

 

ヨ

シ

 

様 

平

野

産

業

㈱

 

様 

西
志
津
さ
く
ら
自
治
会 

様 

西
志
津 

臼
井
尚
夫 

様 

島

田

 

光

夫

 

様 

中

志

津

自

治

会 

様 

我

妻

製

作

所

 

様 

志
津
南
社
会
福
祉
協
議
会
様 

キ
ン
グ
ス
タ
ー
ズ 

様 

工

藤

 

岩

雄

 

様 

田

澤

 

悟

 

様 

山

下

 

金

一

 

様 

根

本

 

唯

男

 

様 

(

市) 

老
人
憩
の
家
志
津
荘
様 

田

村

電

工

 

様 

ふ

じ

い

清

掃

 

様 

藤

井

 

輝

夫

 

様 

早

野

 

稔

 

様 

榎

本 

管

工

㈱

 

様 

斉

藤

 

勝

正

 

様 

理

容

ハ

ツ

セ

 

様 

志
津
南
ク
リ
ニ
ッ
ク 

様 

森

本

水

道

工

業 

様 

明

地

 

功

 

様 

遠

藤

畳

店

 

様 

三

瓶

 

三

夫

 

様 

並

木

 

寅

吉

 

様 

太

田

 

伶

子

 

様 

仲

村

 

忠

二

 

様 

宮

武

 

孝

吉

 

様 

神
谷
工
務
店 

田
生
妙
則
様 

庄

子

 

信

男

 

様 

ス
ナ
ッ
ク
み
の
り 

様 

㈲

 

光

富

工

業 

様 

花

島

 

和

夫

 

様 

藤

野

工

務

店

 

様 

上
志
津
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ 

様 

内

野

 

福

寿

 

様 

ハ
ソ
メ
建
築
羽
染
次
夫 

様 

長

竹 

ト

ヨ

子 

様 

そ
ば
や
「
あ
ま
ね
」 

様 
㈲ 

小
林
シ
ー
ル 

様 

橋

本

 
 

進

 

様 

村

田

 
 

進

 

様 

 

栫

 

勝

博

 

様 

粟

野

 

裕

雄

 

様 

三
井
住
友
海
上
安
部
悦
子
様 

内

野

 

定

男

 

様 

岩

渕

金

四

郎

様 

★
☆
★
☆
★
☆ 

櫓
の
設
営
、
テ
ン
ト
張
り

等
は
役
員
だ
け
で
は
出
来

ま
せ
ん
。
こ
ん
な
中
、
そ
れ

ぞ
れ
専
門
の
技
術
を
持
っ

た
方
々
の
ご
協
力
は
本
当

に
有
難
い
も
の
で
し
た
。
以

下
ご
協
力
戴
き
ま
し
た

方
々
を
紹
介
さ
せ
て
戴
き

ま
す
。 

 

櫓
設
営
指
揮 

 

大
久
保
様

櫓
設
営
重
機 

大
鳳
通
商
様

テ
ン
ト
借
用 

 藤
野
工
務
店
様

配
線
関
係 

 

吉
田
電
設
様

櫓
太
鼓 

 
     

中
原
様 

高
橋
様  

三
橋
様 

長
谷
川
３
兄
妹
様 

盆
踊
り
ポ
ス
タ
ー 

 

原
子
供
会
様

盆
踊
り
指
導 

 

中
村
様  

斉
藤
様

交
通
整
理
関
係 

 

キ
ン
グ
ス
タ
ー
ズ
様

駐
車
場
提
供 

 渡
部
鉄
興
様 

志
津
南
ク
リ
ニ
ッ
ク
様

そ
の
他 

 
 
 

双
葉
会
様 

上
志
津
消
防
団
様 

中
央
フ
ー
ズ
様 

そ
れ
に
前
年
度
盆
踊
り
部

長
の
松
本
様
・
次
年
度
班
長

の
皆
様
本
当
に
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。 

㈱
吉
田
電
設 

吉
田
孝
之
様 

田

口

 

種

司

 

様 

㈱
渡
部
鉄
興 

渡
部
様 

南
志
津
ツ
イ
ン
ズ 

様 

越

坂

部

梨

園

 

様 

藤

島

 

良

三

 

様 

糸

井

 

文

子

 

様 

丸

田

 

康

三

 

様 

江

波

戸

 

淳

 

様 

新

館

 

庄

也

 

様 

鴨

原

 

英

俊

 

様 

長

谷

川

梨

園

 

様 

中

山

 

君

雄

 

様 

㈲ 

加
賀
工
務
店 

様 

橋

本

 

重

順

 

様 

濱

道

 

直

蔵

 

様 

絵
て
が
み 

清
水
峰
子 

様 

岩

田

 

清

 

様 

長

谷

川 

定

子 

様 

志

津

の
森

薬

局 

様 

鶴

見

 

様 

山

下

 

等

 

様 

上
志
津
一
区
自
治
会
長
今
井
様 

コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス
テ
イ
ダ
様 

㈲ 

ヤ
マ
ダ
イ
食
品 

様 

㈱ 

紺
野
工
務
店 

様 

藤

谷

 

良

弘

 

様 

民
生
児
童
委
員
加
瀬
国
夫
様 

宮

坂

 

明

雄

 

様 

㈲ 

ア
ン
ド
ウ
建
窓 

様 

太

田

工

務

店

 

様 

山

本

 

公

治

 

様 

カ
ラ
オ
ケ
喫
茶 

 
 
 
 
 

小
林
様 

斉

藤

石

油

㈲

 

様 

萩

庭

 

一

彦

 

様 

中

原

造

園

 

様 

大

久

保 

光

男 

様 

㈲ 

ｽｶｲ
＆
ｽｲｰ
宮
本 

武 

様 

松

本

一

成

 

様 

佐
倉
志
津
郵
便
局 

高
椋
様 

関

田

 

勇

 

様 

㈲ 

本
名
工
務
店 

様 

ニ
ュ
ー
リ 

ラ
ッ
ク
ス 

ご祝儀・ご協力感謝申し上げます ご祝儀を下さった方々及びご協力頂いた方々を下記に紹介させて頂きます。尚、順番は
ご記帳順に、又文字数が多く書ききれないところは一部省略や記号化等をしています。 
 

「
盆
踊
り
大
会
」 

 
 
 

 

上
志
津
原
子
供
会 

泉 

友
美 

 

無
事
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
二
日
間
事

故
・
事
件
等
も
な
く
終
了
す
る
事
が
出
来

て
、
町
会
及
び
関
係
各
位
皆
様
方
に
、
こ

の
場
を
か
り
て
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 な

か
な
か
梅
雨
明
け
を
し
な
か
っ
た

今
年
の
夏
。
本
当
に
子
供
達
も
楽
し
み
に

し
て
い
た
だ
け
に
や
き
も
き
し
ま
し
た

が
、
当
日
二
日
間
は
本
当
に
天
候
に
も
恵

ま
れ
、
た
く
さ
ん
の
方
々
が
足
を
運
ん
で

下
さ
い
ま
し
た
。
本
当
に
嬉
し
く
感
謝
の

思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。 

特
に
初
日
は
中
志
津
・
西
志
津
と
、
多

方
面
か
ら
も
足
を
運
ん
で
く
れ
た
方
が

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
昨
年

よ
り
も
中
高
生
の
姿
を
多
く
見
ら
れ
た

こ
と
が
、
ま
た
喜
ば
し
く
思
い
ま
し
た
。 

今
年
は
、
駄
菓
子
の
販
売
も
行
い
ま
し

た
。
ご
み
の
心
配
も
あ
り
ま
し
た
が
、
子

供
達
に
は
、「
ご
み
袋
に
ね
。」
と
、
言
い

自
ら
販
売
し
た
事
も
あ
り
、
き
ち
ん
と
ゴ

ミ
袋
に
入
れ
て
く
れ
た
子
供
達
。
お
祭
り

終
盤
に
一
緒
に
公
園
内
の
ゴ
ミ
拾
い
に

参
加
し
て
く
れ
た
子
供
の
姿
も
あ
り
ま

し
た
。 

子
供
会
の
販
売
は
、
大
人
の
役
員
が
決

定
し
準
備
等
を
し
ま
す
が
、
当
日
は
六
年

生
を
中
心
と
し
て
、
子
供
達
が
大
活
躍
し

て
く
れ
ま
す
。 

 

今
後
も
子
供
達
と
楽
し
く
出
来
る
様
、

町
会
・
地
域
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力

を
頂
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
次

回
、
上
志
津
原
運
動
会
に
も
出
店
販
売
を

検
討
中
で
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

子供会模擬店 ツインズ模擬店 

模 擬 店   人出が多かった事もあって今年の模擬店は共に大繁盛で、並んでいる売り場もあるほどでした。 

今
年
も
盆
踊
り
に
合
わ
せ
て
「
木
目

込
人
形
」「
絵
て
が
み
」
の
展
示
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
又
、
今
年
は
「
上

志
津
原
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を
見
る
コ

ー
ナ
ー
も
開
か
れ
共
に
盛
況
で
し
た
。 

ホームページを見る 「絵てがみ」 「木目込人形」 



№ 4            上 志 津 原 た よ り             第３３５号 
「
納
涼
盆
踊
り
大
会
」
を
終
え
て 

町
会
行
事
の
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
平
成
十
八
年
度
の

「
盆
踊
り
大
会
」
が
七
月
二
十
八
日
（
金
）
と
二
十
九
日
（
土
）

の
二
日
間
、上
志
津
原
児
童
公
園
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

今
年
度
は
、
原
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
中
山
会
長
を
中
心

に
、
新
造
成
地
入
居
者
を
上
志
津
原
町
会
に
入
会
活
動
を
積

極
的
に
行
い
、
西
区
に
栗
林
二
班
と
東
区
に
光
ヶ
丘
班
が
誕

生
し
「
盆
踊
り
大
会
」
に
参
加
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。 

今
年
は
盆
踊
り
の
先
生
を
栗
林
一
班
の
斉
藤
さ
ん
を
通
し

て
、鳳
翔
中
村
流
京
扇
会
の
中
村
鳳
紫
寛
先
生
に
お
願
い
し
、

七
月
十
三
日(

木)

と
二
十
日(

木)

の
二
回
、
踊
り
の
練
習
会

を
行
い
ま
し
た
。
中
村
先
生
の
熱
心
な
ご
指
導
に
よ
り
参
加

者
（
延
べ
八
十
人
強
）
は
、
大
人
も
子
供
も
汗
を
か
き
な
が

ら
楽
し
く
踊
っ
て
い
ま
し
た
。 

盆
踊
り
大
会
当
日
は
、
踊
り
の
上
手
な
人
を
櫓
の
上
と
平

面
に
配
置
し
て
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
が
輪
に
な
っ
て
踊
り
に

参
加
し
や
す
い
よ
う
に
気
配
り
し
ま
し
た
。
盆
踊
り
は
昨
年

と
同
様
に
、
上
志
津
中
学
校
「
パ
ー
プ
ル
ダ
ン
サ
ー
ズ
」
に

よ
る
「
ロ
ッ
ク
ソ
ー
ラ
ン
」
と
、
和
太
鼓
「
紅
雀
」
さ
ん
に

よ
る
曲
打
ち
の
競
演

に
始
ま
り
、盆
踊
り
の

曲
は
昨
年
の
曲
と
皆

様
が
踊
り
や
す
い
キ

ヨ
シ
の
ズ
ン
ド
コ
節

と
ズ
ン
パ
音
頭
を
新

た
に
加
え
て
踊
り
の

盛
り
上
げ
に
配
慮
し

ま
し
た
。 

特
に
「
紅
雀
」
さ
ん

の
和
太
鼓
の
曲
打
ち

は
、七
歳
の
子
供
か
ら

大
人
の
人
が
曲
に
合

わ
せ
て
の
バ
チ
さ
ば

き
に
は
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。 

盆
踊
り
終
了
後
に
は
空
く

じ
無
し
の
大
抽
選
会
を
行
い
盛
況
で
し
た
。 

櫓
の
組
み
立
て
・
解
体
に
は
、
現
班
長
さ
ん
と
来
年
度
の

班
長
さ
ん
及
び
有
志
の
協
力
者
が
五
組
の
大
久
保
さ
ん
の
ご

指
導
を
受
け
な
が
ら
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
櫓
の
設
置
作
業

は
、
㈲
大
鳳
通
商
様
の
ご
支
援
に
よ
る
ユ
ニ
ッ
ク
車
に
て
行

い
ま
し
た
。 

最
後
に
各
方
面
で
ご
協
力
戴
い
た
皆
様
方
に
感
謝
し
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

盆
踊
り
係 

部
長 

 
 
 

益
子 

明 

盆
踊
り
秘
話 

上
志
津
原
町
会
の
盆
踊
り
係
に
、
長
年
引
き
継
が
れ
て
い
る

古
い
メ
モ
が
あ
り
ま
し
た
。
内
容
は
盆
踊
り
に
流
す
「
祝
い
酒
」

と
言
う
曲
目
の
事
で
し
た
。
こ
の
曲
は
他
所
で
は
踊
ら
れ
て
い

な
い
が
、
開
拓
者
の
皆
さ
ん
の
思
い
入
れ
が
あ
り
踊
り
継
い
で

欲
し
い
と
言
う
も
の
で
し
た
。 

い
つ
ご
ろ
書
か
れ
た
も
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
思
い
や
り

の
メ
モ
で
す
の
で
、
原
文
の
ま
ま
紹
介
し
ま
す
。 

            

平
成
18
年
度
防
犯
研
修
会
に
参
加
し
て 

安
心
・安
全
の
地
域
づ
く
り
へ
の
課
題 

 
 
 
 
 
 

平
成
18
年
７
月
２
日
（
日
）
13
時
30
分
〜 

 
 
 
 
 
 

佐
倉
市 

中
央
公
民
館
に
て 

  

防
犯
に
お
け
る
基
本
の
心
構
え
は
「
自
分
の
安
全
は
自
分
で

守
る
と
い
う
強
い
意
志
と
姿
勢
が
大
切
」。
防
犯
に
つ
い
て
ま

だ
ま
だ
未
知
の
部
分
も
あ
り
、
身
近
な
存
在
と
は
考
え
が
な
か

っ
た
た
め
、
こ
の
研
修
に
参
加
し
て
改
め
て
防
犯
と
は
何
か
を

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

誘
拐
、連
れ
去
り
な
ど
テ
レ
ビ
で
も
何
か
と
放
送
さ
れ
子
供

に
対
す
る
犯
罪
も
増
加
し

て
い
ま
す
。私
も
子
供
を
持

つ
親
で
す
が
、身
近
に
起
こ

る
犯
罪
が
と
て
も
不
安
で
、

子
供
が
犯
罪
に
い
つ
巻
き

込
ま
れ
は
し
な
い
か
と

日
々
心
配
で
す
。 

 

日
頃
か
ら
子
供
に
身
の

回
り
の
危
険
に
つ
い
て
話

は
し
て
い
ま
す
が
、そ
の
対

策
を
子
供
自
身
が
身
に
付

け
て
い
る
か
も
本
当
の
と
こ
ろ
心
配
で
す
。
子
供
を
持
つ
親
は

皆
様
が
感
じ
て
い
る
事
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
個
人

個
人
が
防
犯
に
対
す
る
意
識
・
知
識
を
普
及
し
、
周
囲
の
人
々

と
協
力
し
、
大
切
な
人
を
守
っ
て
い
く
事
が
と
て
も
大
事
だ
と

思
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
地
域
社
会
の
人
々
が
助
け
合
い
思
い
や
り
の
心
で
連

帯
し
、
犯
罪
か
ら
の
被
害
を
防
ぎ
、
安
全
と
安
心
の
街
づ
く
り

に
つ
な
げ
て
い
く
事
の
大
切
さ
も
実
感
し
ま
し
た
。 

 

４
月
よ
り
防
犯
指
導
員
と
い
う
大
役
を
務
め
さ
せ
て
頂
い

て
い
ま
す
が
、
少
し
で
も
地
域
の
人
々
と
の
架
け
橋
に
な
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
皆
様
よ
り
の
ご
指
導
・
ご
協
力
も
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

防
犯
指
導
員 

石
堂 

由
美 

 

（
イ
ラ
ス
ト
の
答
＝
変
な
お
じ
さ
ん
が
近
付
い
た
ら
「
大
声
で

叫
ぶ
」・
隙
を
見
て
「
近
く
の
家
に
逃
げ
込
む
」
で
す
） 

  

小
話
３
題 

 そ
の
１ 

お
日
様
と
お
月
様
と
雷
様
が
、
旅
先
で
同
宿
に
な
り
ま
し
た
。 

３
人
は
意
気
投
合
し
酒
盛
り
ま
で
し
ま
し
た
が
、
翌
朝
雷
様
が

起
き
て
み
る
と
二
人
が
見
え
ま
せ
ん
。 

「
オ
イ
オ
イ
亭
主
、
お
日
様
と
お
月
様
は
ど
ち
ら
じ
ゃ
？
」 

「
ヘ
エ
ヘ
エ
、
お
二
人
は
今
朝
早
よ
う
に
立
た
れ
ま
し
た
」 

「
フ
ー
ン
、
月
日
の
立
つ
の
は
早
い
も
の
だ
な
あ
」 

「
と
こ
ろ
で
お
客
様
は
、
何
時
頃
お
立
ち
で
？
」 

「
決
ま
っ
て
い
る
だ
ろ
う
！ 

わ
し
は
夕
立
だ
」 

そ
の
２ 

あ
る
晩
の
事
、
与
平
が
星
空
に
向
か
っ
て
竹
竿
を
ブ
ン
ブ
ン
振

り
回
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
へ
通
り
か
か
っ
た
の
が
百
姓
仲
間

の
田
吾
作
で
し
た
。 

「
お
め
え
何
や
っ
て
る
だ
ぁ
？
」 

「
娘
の
お
よ
ね
が
、
星
を
取
っ
て
く
れ
ろ
と
言
う
で
な
ぁ
」 

「
馬
鹿
だ
な
ぁ
お
め
え
、
そ
ん
な
と
こ
か
ら
届
く
わ
け
が
な
か

ん
べ
ぇ
。
屋
根
さ
上
っ
て
や
っ
て
み
ろ
」 

そ
の
３ 

宮
中
晩
餐
会
で
日
本
古
来
の
伝
統
食
「
焼
き
芋
」
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
や
が
て
我
慢
で
き
な
く
な
り
天
皇
が
「
ブ
ー
ッ
」・
・
・ 

「
屁
い
か
！
（
陛
下
）」
と
皇
太
子
が
嗜
め
ら
れ
ま
す
と 

「
す
ま
ん
、
そ
ち
ゃ
出
ん
か
（
殿
下
）」 

           

東
地
区 

 

光
ヶ
丘 

 
 

吉
田 

信
行
さ
ん 

６
月 

〃 
 
 
 
 

〃 
 
  

後
関 

好
克
さ
ん 

７
月 

〃 
 
 
  

〃 
 
  

山
本 

 

承 

さ
ん 

７
月 

〃 
 
 
 
 

〃 
 
  

清
藤 

唱
弘
さ
ん 

７
月 

〃 
 
 
  

〃      

斉
藤 

 

知 

さ
ん 

７
月 

〃 
 
 
  

〃 
 
  

上
田
明
日
登
さ
ん 

７
月 

〃 
 
 
  

〃 
 
 
 

仲
澤 

輝
男
さ
ん 

７
月 

〃 
 
 
  

〃 
 
  

高
橋 

英
明
さ
ん 

８
月 

〃 
 
 
  

〃 
 
  

高
橋 

信
義
さ
ん 

８
月 

西
地
区 

  

一 

組 
  

川
名 

徹
信
さ
ん 

７
月 

〃 
 
 

栗
林
二
班 

 
 

森 
 

泰
宏
さ
ん 

７
月 

〃 
 
 
 
 

〃       

久
保
田
英
朗
さ
ん 

７
月 

〃 
 
 
  

〃 
 
 
 

菅
野 

 

実 

さ
ん 

７
月 

〃 
 
 
 
 

〃 
 
 
 

佐
藤 

明
子
さ
ん 

７
月 

〃 
 
 
 
 

〃 
 
 
 

太
田 

賀
要
さ
ん 

７
月 

南
地
区 

  

大
和
台  

 

多
田 

文
夫
さ
ん 

 

  

編
集
後
記 

自
治
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

佐
倉
市
な
ど
行
政
機
関
は
殆
ど
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

し
、
市
政
の
様
子
な
ど
を
公
開
し
て
い
ま
す
が
、
近
頃
は
自
治

会
で
も
開
設
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
出
て
き
て
い
ま
す
。 

お
隣
の
「
み
春
野
自
治
会
」
も
そ
の
一
つ
で
、 

＊
班
長
会
議
の
お
知
ら
せ 

＊
自
治
会
行
事
の
案
内 

 

＊
集
会
場
の
予
約
状
況
や
使
用
申
し
込
み 

 

＊
自
治
会
会
則
（
町
会
規
約
） 

等
々
、
若
い
街
で
す
か
ら

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
町
会
運
営
に
利
用
し
て
い
ま
す
。 

 

広
報
手
段
が
ネ
ッ
ト
な
ら
、費
用
も
手
間
も
大
幅
に
削
減
で
き

ま
す
の
で
、「
将
来
は
こ
う
な
る
の
か
な
あ
」
と
思
い
ま
し
た

が
、
わ
が
町
に
適
用
で
き
る
の
は
ま
だ
先
の
話
で
し
ょ
う
。 

 

と
言
う
訳
で
、「
上
志
津
原
た
よ
り
」
を
当
分
の
間
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

・
・
・
広
報
担
当 

渡貫市長も 
駆けつけてこられました 

上
志
津
原
と
祝
い
酒 

原
と
い
え
ば
祝
い
酒
、
祝
い
酒
に
は
歴
史
が
あ
り
ま
す
。 

第
一
回
の
踊
り
か
ら
踊
り
つ
が
れ
て
い
ま
す
。 

開
拓
者
の
皆
さ
ん
が
、
畑
仕
事
の
合
間
に
畑
の
中
で
練
習

し
て
覚
え
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

他
の
地
域
で
は
踊
ら
れ
て
い
な
い
曲
で
す
。 

む
ず
か
し
い
け
ど
、
大
切
に
し
た
い
で
す
ね
。 

開
拓
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
さ
あ
踊
り
ま
し
ょ
う
。 

こんな時、お子さんにどうしなさい
と教えますか？ 

「 転 入 」 
上志津原へようこそ！ 

 


